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問 1.1 [10] Fk = {(m1,m2) ∈ N2
0 |m1 + m2 ≤ k} と置く. p, q ∈ N2

0 の時, Fk \ (p + N2
0) ∪ (q + N2

0) の要
素の数を k の多項式として表せ (k が十分大きいとき). n 変数の時に同様な数えあげをすると?

問 1.2 [10] 微分作用素環 Q〈x, ∂〉 において次の等式を示せ.

1. xk∂k = θ(θ − 1) · · · (θ − k + 1), ここで θ = x∂.

2. b(θ)xk = xkb(θ + k). ここで b(θ) は変数 θ = x∂ の一変数多項式.

3. ∂kxk = xk∂k +
∑k

i=1
1
i! (k(k − 1) · · · (k − i + 1))2xk−i∂k−i.

問 1.3 [10] ext−tn

の満す微分方程式系の t についての積分イデアルを計算せよ.

問 1.4 [15]
∫ 700

0
T500(t)dt の値を適当なプログラム言語で近似計算せよ.

問 1.5 [20]

1. 不完全ガンマ関数を合流型超幾何級数 1F1(a, c;x) で表せ.

2. この級数の隣接関係式 (a, c についての漸化式) を用いて不完全ガンマ関数の連分数表示を一つ求めよ.

問 1.6 [45] 多次元正規分布に対する χ2 分布相当のものを考察すると行列引数の超幾何関数 1F1 が得られ

る. 古典的 1F1 のモノミアルを zonal 多項式に, 積分領域を positive definite symmetric matrix のある集
合にすると, 積分表示と級数展開が得られる. この多変数関数に現代的な超幾何関数論の種々の手法を適用
して新しい公式達を導きだせ.
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